
がん専門医が伝える病院・診療所の上手なかかり方

『もしも渡名喜島でがんになったら』
アンケート結果

○日時 １１月１０日（火）午後６時～７時３０（午後５時半開場）
○場所 渡名喜村多目的施設ホール
○対象 渡名喜村にお住いのみなさん
○参加者 ２９人（アンケート回収率 ７６％）



５．４の理由を教えてください。

本人の意思を尊重したいから。

住み慣れた場所で最期を迎えるのがいいのかな、と思うから。

本人の意思を尊重したいため。

その時の状況と色々な余裕しだいだと思うため。（金、周りの協力、職場のりかい等）

離島村のため、看取り後の対応が大変。元気な内（歩ける）に帰島

今はどちらともいえない。

仕事をしていたらむつかしいかも。支援の方法をもさくしていきたい。
その人が生きてきてよかったと感じてほしい。

特に理由はない。

家族に見とられて死にたい。

看護や医療的な知識があれば、自宅で看取りだと思う。

家族との最後すごせるから、最期まで支援しながら、最後すごさせたい。できるだけ。

平成28年に同居していた父を肺がんで亡くしました。最後に介護付老人ホーム（看取付）から容体
が悪くなり、入院一週間後に亡くなりました。つくづく自宅ではなく病院で良かったと思います。
父が亡くなった悲しみの中で本島へ遺体を送る手続きなどおちついてできない。死後の事務処理
がたいへんでした。

出来れば自宅で最後まで生活させてあげたいですが、見てあげる事が出来るか不安である。

現状では、サポートが足りないのでは？

本人の希望を大事にしたいと考えるから。

自分自身も高齢であるため、介護に対して不安である。

本人との相談の上で考えて行きたい。
最後は家族でコミュニケーション取りながらみとどけたい。



７．６の理由を教えてください。

実際になってみないと分からない。

5.と同じ（住み慣れた場所で最期を迎えるのがいいのかな、と思うから。）

治療を受けていくうちに、気持ちが固まっていくと考えられるため。

一人暮らしのため。

離島村の為、家族に迷惑をかけるため。

今はどちらともいえない。

家族の声をききながら、最後をむかえたい。

特に理由はない。

最後はトナキ（自宅）で迎えたいが現実的には無理ですね。
医療的面等まわりに迷惑をかけてしまう。

家族の負担が大きいと思うから。

自身の時は病院で。家族にふたんになるから。

私は独身で一人暮らしなので病院で死にたい。
家族ない中でがんと一人でたたかうのが不安。
がんとたたかうのではなく自然に向き合う事を知りました。頑張らなくていいと。。。

長年住みなれた家・家族と暮らしたい。しかし、家族に負担もかけたくない。

その時の状況による。

日常生活を送っている場所で迎えたいと考えますが、家族の負担を考えると迷います。

家族に負担をかけたくない。

家族とコミュニケーションを図れるから。
子供や孫達と一緒に話が出来ればよいかな。





１７．説明会の感想や、病院への要望など何かあれば自由に記載してください。

非常に有意義な時間でした。本当にありがとうございました。

とても丁寧で分かりやすい講演でしたが、講演時間が長かった。島外で入院治療し退院する場合、
以前よりADL低下があるときは、診療所あるいは役場に事務員が欲しい。

がんに対するイメージがわかる程、よかった。
がんになったら島で生活しながら治療したいと思った。

診療所の役割を再度確認する機会になりました。
島民が安心して島ですごすために、どのようにかかわっていったら良いかを考える事ができました。

夕方なので早く帰りたい。昼にしてほしい。内容は良かったです。

診療所でがんの治療ができる事を初めて知りました。
今回の説明会は自分がもしもがんになった場合、とっても役に立つ説明会でした。
資料も良かったです。増田先生のお話しも分かりやすかった。

診療所を活用する事は考えていなかったので、とても勉強になりました。

病院へのお願いですが、医師や看護師があまりに事務的な話し方をしないで欲しい。
がん患者に対してあまりの感情移入は必要ではありませんが冷たい感じがします。

新しい知識提供ありがとうございました。

診療所医師への相談の大事さを理解することができました。


